
図書館では、以前より、退職される先生方の収
集された図書を、先生方のご意向に沿って受け入
れています。
私たちは、このことをとても重視しています。
図書館の蔵書は、東京専門学校以来の歴代の数多
くの教員が選び、寄贈した図書・資料によってそ
の骨格がつくられているといっても過言ではあり
ません。
旧図書館時代、書庫の狭隘化のために一時受け
入れをお断りしたことがあり、そのため「図書館
に寄贈を申し出ても、いい顔をしない。」というよ
うな風評も一部にあるようですが、そんなことは
まったくありません。図書館は日々、多くの学外
諸機関や校友、一般篤志家からの寄贈を受け入れ
ており、今後とも、よい資料をどんどん受け入れ
てゆく方針であることに変わりはありません。
寄贈図書受け入れにあたっては、以下のような
原則を設けています。

原則的に、図書館の既有の蔵書と重複しない

ものを図書館蔵書とする。重複図書について

はストックしておき、海外諸機関への寄贈な

どにあてる。

図書・資料は日々どんどん増加してゆくので、
スペースを有効につかう意味から、なるべく蔵書
の重複は避け、これまで図書館で未所蔵のものを
受け入れてゆくという趣旨です。いただいた図書
はまずWINEで所蔵の有無を調べ、所蔵のあるも
のとないものに分けます。この場合、版の異なる
ものは重複とは見なしません。
未所蔵のものはほぼすべて図書館蔵書として受
け入れることになりますが、中央図書館における
選書基準と適合しないもの、具体的にいうと文
庫・新書、実用書などは原則として省きます。図
書館蔵書と重複した図書は、ストックしておき、
資料の寄贈を希望する海外の図書館等への早稲田
大学からの寄贈にあてます。近年、海外の大学図

書館等諸機関からの資料寄贈の要望が高まってお
り、早稲田大学図書館ではこれまで、ドイツのエ
ルフルト大学図書館、フランスのリヨン大学図書
館、スウェーデンのルンド大学、ウズベキスタン
の世界経済外交大学、中国の復旦大学、アメリカ
のUCLAはじめ世界各国の多くの機関に重複図書
を寄贈しています。
また、そうした諸機関への送料などにあてるこ
となどを目的として、重複図書の一部をABAJ（日
本古書籍商協会）を通して古書市場に流していま
す。
かつては、寄贈図書を受け入れても、すぐには
整理ができないために、段ボール箱に入れたまま
の状態で倉庫に置いたままにしておき、文字どお
り死蔵とせざるを得ませんでした。しかし今日で
は、スペースの確保とWINEにおける遡及データ
入力の完成により、重複調査からはじまる一連の
作業の流れが可能となり、図書はいつも動いてい
ます。図書・資料は、それを必要とする人のいる
ところへ運ばれ、有効活用されるべきであるとい
う観点から、海外諸機関への寄贈は今後も可能な
かぎり進めてゆく方針です。
なお、以上のような処理の流れは、印刷された
資料に関してであって、江戸時代以前の古書・古
文書資料や稀覯本等については、この限りではあ
りません（古書資料は重複にかかわりなく、すべ
て特別資料として受け入れます）。
退職される先生方が、研究室にある図書・資料
を整理される場合、ぜひ図書館にご相談ください。
ご専門の先生方の収集された図書はそれぞれの分
野において一級の、きわめて役立つ資料との認識
をもっています。図書館の蔵書をさらに向上させ
るため、ご協力をお待ちしています。

（文責：松下　眞也）
この件にかんするお問い合わせ先
図書課長　松下眞也　電話内線71-5025
各学部教員図書室経由でも結構です。
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退職される先生方へ

図書のご寄贈を受け入れています

図 　 書 　 課
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